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ある図書館では、インターネットを利用して本を借りることができます。 

【図】は２０１７年から２０２０年までの貸出冊数の合計とインターネ

ットを利用した割合を表しています。  

２０１９年と２０２０年を比べると、インターネットの貸出冊数はどち

らの年の方が多いですか。２０１７年と２０１８年の貸出冊数を比べたさ

としさんの説明をもとにして、言葉と数や式を使って書きましょう。 
 

【図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

さとしさん 

３０％と４０％を小数で表すと、

０.３と０.４になります。 

５０００×０.３と５０００×

０.４を比べると、もとにする量は

同じで、割合は大きくなっていま

す。 

だから、２０１８年の方が、貸出

冊数が多いです。 

 

小学校第５学年用「Ｓイチ」 



答え（例） 

６０％を小数で表すと０.６になります。 
６０００×０.６と７０００×０.６を比べると、割合は同じで、もとにす

る量は大きくなっています。 
だから、２０２０年の方が、貸出冊数が多いです。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
ま

ちがっていたら、どこで、何
な に

を間
ま

ちがえたのか確認
か く に ん

し、もう一回
い っ か い

、 

答え
こ た   

を見
み

ないでやってみよう。 

 
 
 
 
 
 
 

※さとしさんの説明を踏まえ、上記の３つの文の内容が記述されていれば正解 

 


